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進行性前立腺癌におけるホルモン治療後の再燃
の検討
（社会人大学院三年・泌尿器科学）
○下平　憲治
（泌尿器科学）
　中島　　淳、大堀
　大野　芳正、堀口
　吉岡　邦彦、秦野
理、小津兆一郎
裕、並木　一典
直、橘　　政昭
【目的】一般的に進行性前立腺癌においてホルモン
療法は奏功するものの、いずれ再燃する。本研究に
おいては、進行性前立腺癌において、ホルモン治療
後の再燃の予測因子について検討した。（対象と方
法）ホルモン治療が施行されたstage　C以上の進行
性前立腺癌症例のうち、初期治療として手術や放射
線治療が施行されず、ホルモン治療が施行された
70例を対象とした。平均年齢は77±1歳（中央値
77歳）であり、平均血清PSA値は581±226　ng／ml（中
央値52ng／ml）であった。ホルモン治療として
LHRH　analogueと抗アンドロゲン剤を用いたmaxi－
mum　androgen　blockage（MAB）が施行された後に、
一度下降を示した血清PSA値がその後3回上昇し
た場合を再燃とした。非再燃率の算出はKaplan－
Meier法を用い、再燃の予測因子についてはCox比
例ハザードモデルを用いて検討した。【結果】単変
量解析においてperformance　status（PS）1以上の症
例、ヘモグロビン（Hb）12以下の症例、血清pros－
tate　specific　antigen（pSA）が300　ng／ml以上の症例、
ALP　462　U／L以上の症例、　LDH　500　U／L以上の症例
は、それぞれそうでない症例に比べて有意に非再燃
率が低かった。生検病理のGleason　score（GS）が8
以上の症例はGS7以下の症例に比べて、また骨シ
ンチグラムで骨転移の広がり（EOD）が1以上の
症例はEOD　Oの症例に比べて有意に非再燃率が低
かった。多変量解析ではHbとPSAが有意な独立
因子であった。【結語】ホルモン治療が施行された
進行性前立腺癌において、治療前のHbと血清PSA
値は再燃を予測する因子であることが示唆された。
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民間精神科病院におけるアウトリーチ活動につ
いて
（柏崎厚生病院・精神医学）
○野村健太郎、鈴木　康一、松田ひろし
　当院では、昭和63年から精神科の訪問看護に取
り組んでいる。平成8年に訪問看護ステーションの
認可を受け、それまで「支援チーム」として病棟看
護師が病院からの訪問看護を行なっていた形から、
事業所スタッフによる独立した活動に変化した。現
在では作業療法士も選任で配置され、看護師7名、
准看護師2名、作業療法士2名の計11名のスタッ
フが従事しており、平成22年6月の時点では訪問
件数は800件を越えている。
　地域で生活をしている療養者の支援は病院と言う
医療の形だけでは難しく、訪問看護などのアウト
リーチが必要不可欠となる。病院では医師、看護師、
心理士、薬剤師、作業療法士、精神保健福祉士など
の職種がチームを作ってケアを提供している。地域
においても、様々な職種が利用者と関わる事が重要
となるため、サービスを利用できるように包括的に
援助をするケアマネージメントが重要と考えられ
る。
　今回、当院での訪問看護の現状を提示し、そこか
ら示唆される課題について考察を述べたい。
Pl－15．
柏崎厚生病院における抗精神病薬単剤化の現状
（柏崎厚生病院）
○赤羽　学爾、吉浜　　淳、星野　紀子
　野村健太郎、結城　麻奈、直井　孝二
　鈴木　康一、松田ひろし
【背景】　統合失調症の薬物療法として、日本では以
前より抗精神病薬の多剤併用投与が広く行われてお
り、従来の定型抗精神病薬から新しい作用を持つ非
定型抗精神病薬に主流が変わってからも、この傾向
に大きな変化はない。多剤併用による多くの副作用
は、統合失調症患者の社会復帰を阻害する要因の一
つとなっている。
【目的】立川メディカルセンター柏崎厚生病院は新
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新県柏崎市にあり、精神科病床240床を有し、地域
医療の中心として、また東京医科大学の関連病院、
臨床研修病院として毎月研修医を受け入れ、精神科
研修の場として充実を図っている。今回、当院にお
ける抗精神病薬の単剤化の現状と、入院と外来にお
ける処方用量、服薬回数、併用薬などについて調査
した。その結果より見優化の利点と、統合失調症患
者の社会復帰において果たせる役割について考察を
行った。
【方法】　平成22年1月から3月にかけて柏崎厚生
病院で抗精神病薬を投与された外来患者499名、入
院患者99名を対象とした。その中から定型および
非定型抗精神病薬の単剤化率、平均クロルプロマジ
ン換算量、抗パーキンソン剤併用率、バルプロ酸な
どの感情調整薬併用率を調べ、用量や服薬回数など
との関係を調べた。
【結果と考察】　単剤化率は入院で31．1％、外来で
63．1％であった。単子は多剤併用に比べて平均クロ
ルプロマジン換算量が少なく、抗パーキンソン剤の
併用率や服薬回数を減らせることができていた。ま
た定型と非定型で平均クロルプロマジン換算量や抗
パーキンソン剤併用率で差が認められ、抗パーキン
ソン剤は下剤、多剤併用関係なく定型に併用されて
いることが多かった。以上の結果から、単剤化を進
めていくことはアドピアランスを改善し、統合失調
症患者の社会復帰に貢献することが考えられた。
Pl－16．
薬物療法に催眠療法を併用することで寛解に
至ったパニック障害の一例
（茨城・メンタルヘルス科）
○川嶋　新二、市来　真彦、片山　成仁
　以前から、パニック障害の症例に対して催眠療法
が有効であったとの報告が少なからずなされてい
る。パニック障害の治療法としては薬物療法、認知
行動療法が現代に要請されるエビデンスの確立に
至っているが、残念ながら催眠療法の有効性は充分
に証明されていない。
　演者は日頃パニック障害に対して催眠療法を行っ
ているが、そのための方法は認知行動療法で利用さ
れているイメージ曝露、身体感覚曝露を催眠状態下
で行うことを基本としている。しかし治療の流れの
中で、患者の側から病態のベースに精神力動的問題
が存在していることがほのめかされることは時々に
あり、その場合は患者の希望に添って、精神力動を
探索するために催眠療法を行うこともある。
　本発表では、20歳代で発症し、その後軽快して
いたものの近年増悪したためにT病院メンタルヘ
ルス科に40歳後半で初診となり、催眠療法を薬物
療法に併用することによって寛解に至ったパニック
障害の一例の治療経過を報告する。初回セッション
でリラクゼーションを体験してもらった後、イメー
ジ曝露、身体感覚曝露を治療の中核に据える予定で
あったが、患者の気付きを大切にして時々に年齢退
行や年齢進行などの催眠現象を利用して、患者の過
去の精神力動的な気付きを促したり、今後の親との
付き合い方などについて新たな視点が得られるよう
援助したりした。その結果、治療経過の進行ととも
に患者の自信が積み上げられ、病状も消退していく
のが観察された。
　症例を通して、催眠療法は薬物療法のように症状
軽減を目指すだけでなく、患者に新たな気付きや視
点を持たせることを通して、患者の人格にも影響を
与えることの出来る治療だと考えられた。また催眠
療法は世の偏見とは異なって、治療者が患者に何か
を植え付けるのではなく、患者から自発的に提供さ
れるものを治療者が治療的な文脈の中で利用しなが
ら実践されるのが望ましい、と締めくくる予定であ
る。
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老年期認知症におけるquantitative　PCR法を用
いたテロメア長の検討
（大学院三年・老年病学）
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（難病治療研究センター）
大屋敷純子
【目的】　テロメアは、染色体末端に存在する
TTAGGGの繰り返し配列をもつ塩基配列で、細胞
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